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被災地災害VCと県災害救援ボランティア支援センターの連携

被災者・被災地域

市町村災害ボランティアセンター

• 市町村社会福祉協議会
• 市町村災害ボランティアネットワーク
• 市町村

県災害救援ボランティア支援センター

• 神奈川県
• 県社会福祉協議会
• 県共同募金会
• 神奈川災害ボランティアネットワーク

ボランティア活動
ボランティアニーズ

支援活動
総合調整

情報提供
支援要請

県災対本部
専門ボラ所轄部署
その他

日本赤十字社
神奈川県支部
その他

各分野NPO
企業・業界団体
他都道府県
その他

連携 人的支援
物的支援など
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県
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ら
の
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ボランティア活動

情報発信

運営支援

情報発信

地域支援 地域間調整
課題調整

県支援センター現地事務所
（随時設置）
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ビッグレスキュー2019
災害ボランティア関連情報伝達訓練
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県災害救援ボランティア支援センター

• 神奈川県
• 県社会福祉協議会
• 県共同募金会
• 神奈川災害ボランティアネットワーク

被災地
災害ボランティアセンター
・被災地社会福祉協議会
・被災地ボランティア団体

状況確認
支援要請

県内各地域社会福祉協議会
県内ボランティア団体

状況確認
支援依頼
支援受託

支援センターより
現地調査派遣メンバー

現地派遣

状況確認
状況伝達

現地支援

現地の調査
テキスト・写真・ルート伝達

市民

現地の状況伝達

②Webフォーム
④FBビデオチャット

③Webフォーム

①DITS

⑤ホームページ
（電子マップ）

状況整理
公開

県内外
市民

※赤囲み及び赤字 が今回の情報伝達訓練
※各訓練の内容については最終頁参照
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①DITSによる関係者、市民からの災害状況伝達
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• WEB上で災害に伴う状況を写真をつけて通知
• Twitter上で、広く情報通知
• 誰が、いつ、どこに の情報を追加
• 地図上に発信状態を一目で見える機能

訓練では参加者、関係者が会場の内外で写真付きで情報発信し、
これを災害対応関係者、災害VC、県支援センターで情報を収集し、状況を見る実験を行う

電線架線が切れて垂れて
いるで

電柱がなぎ倒されて、危な
いで

町一帯の住宅は浸水して
いるで

大きな木が倒れて道路を
封鎖しているで

撮影写真

自動的に付加
• いつ
• 誰が
• どこで

DITS（Web）から
発信し拡散

関係者、市民からの広い情報

関係機関、災害VCにて情報収集

• 情報集約
• 整理、抽出、分析

• 被災把握
• 支援地域特定

• 現地への具体調査で
支援実施

地図上で周辺状況把握
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DITSによる災害情報伝達
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DITSによるTwitterへの情報発信
• https://main-saigai.ssl-lolipop.jp/ DITSで検索
（スマフォ持っている方はスマフォで）

• DITS災害報告の 次へ クリック
• Twitterログオン要求（ログオンしていない場合）

• 報告カテゴリー設定
• 救助有無 写真有無 訓練か？

• 情報入力
• 情報文書
• 発信位置確認

• 写真選択（撮る ライブラリ ブラウズ）
• 撮影、ライブラリを選択

• 投稿
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DITSによる災害情報伝達
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DITSによるTwitterへの情報発信
• https://main-saigai.ssl-lolipop.jp/ DITSで検索
（スマフォ持っている方はスマフォで）

• DITS災害報告の 次へ クリック
• Twitterログオン要求（ログオンしていない場合）

• 報告カテゴリー設定
• 救助有無 写真有無 訓練か？

• 情報入力
• 情報文書
• 発信位置確認

• 写真選択（撮る ライブラリ ブラウズ）
• 撮影、ライブラリを選択

• 投稿

例 johobora22

例 bora2joho

DITS訓練内部利用のアカウント

ID パスワード
johobora22 bora2joho
johobora33 bora3joho
johobora44 bora4joho
johobora55 bora5joho
johobora66 bora6joho
johobora77 bora7joho
johobora88 bora8joho
johobora99 bora9joho
johobora100 bora10joho

例 ここは県サポ
異常なし

選択しアップ

NP
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DITSによる災害情報の参照
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• DIMSによる発信情報のマップでの確認
• https://main-saigai.ssl-lolipop.jp/ DITSで検索
（スマフォ持っている方はスマフォで）

• DIMS災害地図の 次へ クリック
• Twitterログオン要求（ログオンしていない場合） ⇒前頁参照

• DIMSによる発信情報のマップでの確認
• 現在地から周辺20Km範囲の最新30件の情報をマップ表示

• 現在地周辺の確認
• 近隣避難所をチェックで表示

• Twitterでの確認
• https://twitter.com/ で自分のTwitter確認
• #トコラボDITS で検索し DITSで入力した情報を確認

• Yahooリアルタイム検索
• https://www.yahoo.co.jp/ で リアルタイム クリック
• #トコラボDITS で検索し DITSで入力した情報を確認
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DITSによる災害情報の参照
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• DIMSによる発信情報のマップでの確認
• https://main-saigai.ssl-lolipop.jp/ DITSで検索
（スマフォ持っている方はスマフォで）

• DIMS災害地図の 次へ クリック
• Twitterログオン要求（ログオンしていない場合） ⇒前頁参照

• DIMSによる発信情報のマップでの確認
• 現在地から周辺20Km範囲の最新30件の情報をマップ表示

• 現在地周辺の確認
• 近隣避難所をチェックで表示

• Twitterでの確認
• https://twitter.com/ で自分のTwitter確認
• #トコラボDITS で検索し DITSで入力した情報を確認

• Yahooリアルタイム検索
• https://www.yahoo.co.jp/ で リアルタイム クリック
• #トコラボDITS で検索し DITSで入力した情報を確認
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災害時におけるWebフォームの利用
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• 西日本豪雨被災での災害VCでは災ボラ応募でのWebフォームの活用が顕著
• 今後の災ボラ応募などではWebフォーム活用がさらに広がると考えられる

• 倉敷市真備は今でも災害VCから復興支援センターに変わりボラ募集で利用
• ⇒https://peraichi.com/landing_pages/view/kuravolの頁下の方のボラ応募

活用の利点
• 発信側は定型フォームで情報伝達ができる
• 受信側は多くの発信側情報を表形式（Excel）で得られる
• 受信側で情報を素早く、整理、集計できる

今回訓練での状況通知・支援要請⇒センターで集約⇒各組織からの支援応募 流れ

被災地支援依頼組織
• 受信
• 状況通知
• 支援要請

• 支援受ける内容確認

県支援センター
• 状況問い合わせ
• 状況確認
• 支援集約（リストにて）

• 支援問い合わせ

• 支援マッチング
• 支援情報通知

• 県内外に支援要請
（未充足支援や災ボラ 等）

被災地外の組織
• 受信
• 状況通知

• 集約の支援受信
• 支援要請に応募
• 支援する内容確認

NP
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②Webフォームによる被災地からの県支援センターへの支援要請
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• 支援センターより各被災地の支援要請集約結果による県内団体への支援要請（MLメールにてリスト配信）
• WEB上で定型フォームで支援要請に対する支援応募の通知
• 支援センターにて支援要請と支援応募のマッチング

例：状況通知：被災者1000人、住宅300棟浸水、災害VC設置（災ボラ200人以上/日を想定）準備中
支援要請：災害VCスタッフ10名、情報処理要員2名、発電機10個）
災害VC設置後の支援要請：災ボラ応募を県内外発信、横浜駅からボラバス2便往復/日

パソコンによる情報処理の
メンバー2名

ブルーシート張指導員
○○名で

軽トラック5台で

Webから定型フォームで
状況通知、支援要請

被災地災害VCから情報発信
支援センターで支援要請受付

• Excelにて自動集約
• 整理、集計
• 支援団体、内容を返信

③による具体状況確認
④により支援応募
• 関係団体に支援応募
• マッチング
⑤により広く県内外応募
• サイトにて支援要請

支援団体、支援内容
通知

センターより各被災地に返信

定型フォーム
被災者1000名 避難者：500名 被災住宅 3oo棟
災害VC：準備中 開設2日後 規模200名（災ボラ）/日
人材支援要請：災害VCスタッフ10名 PC要員2名
資機材支援要請：発電機10個
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状況確認・支援要請
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入力用URL http://urx.space/NW63
内容は会員状況セクションで入力
⇒状況入力で支援要請チェックしたら
支援要請セクションで入力

状況確認 セクション
＊は必須入力を意味する

いずれか
チェック
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状況確認・支援要請

12

入力用URL http://urx.space/NW63
内容は会員状況セクションで入力
⇒状況入力で支援要請チェックしたら
支援要請セクションで入力

状況確認 セクション
＊は必須入力を意味する

例 miuranet@gmail.com

例 三浦半島災害ボランティアネットワーク

例 090-1111-2222 三浦太郎

例 ここをチェック
いずれか
チェック

●

例 災害VC開設準備中でスタッフ不足で
困っています。支援お願いします。

NP
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支援要請 セクション
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状況確認で支援要請チェックすると
このセクションに自動的になる

↡送信後返信メール
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支援要請 セクション
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状況確認で支援要請チェックすると
このセクションに自動的になる

例 災害VCスタッフ 5名

例 50000

例 100

例 200

例高圧洗浄機 3
土嚢スタンド 50

例 横浜駅から弊災害VCまでのボラバス 往復1台/日

↡送信後返信メール

NP
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③Webフォームによる県内団体から支援センターの支援要請に対する応募返信
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• WEB上で定型フォームで漏れ抜けのない確実な通知
• 状況通知（被災状況、災害VC設置状況など）
• 人材、物資の支援要請（内容、規模）

災害VCスタッフ 4名派遣で

パソコンによる情報処理のメン
バー4名派遣

ブルーシート張指導員
2名派遣

Webから定型フォームで
支援応募

被災地災害VCから情報発信 • ③による情報集約
• 県内団体に支援要請

• 支援応募の集約
• マッチング
• 確定の支援依頼

応募支援団体へ確定の支援依頼

定型フォーム
人材支援要請：災害VCスタッフ4名
資機材支援要請：発電機2個

支援要請
支援センター県内各団体

• マッチング未充足について
• 関係機関と調整継続
⑤で対応

⑤県特設サイトより、県内外に支援要請
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支援応募
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入力用URL http://ur0.link/2WbD
支援要請集約した内容を確認し
支援可能ならば
支援セクションで入力

支援 セクション
＊は必須入力を意味する

↡送信後返信メール
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支援応募
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入力用URL http://ur0.link/2WbD
支援要請集約した内容を確認し
支援可能ならば
支援セクションで入力

支援 セクション
＊は必須入力を意味する

例 miuranet@gmail.com

例 三浦半島災害ボランティアネットワーク

例 三浦太郎

例 090-1111-2222

例災害VCスタッフ 2
IT支援スタッフ 1

例高圧洗浄機 2
土嚢スタンド 10

例保存飲料水500ml 2000

↡送信後返信メール

NP
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支援セーターの入力表
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Twitter/Googleフォームでに留意事項
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入力でロボット入力していないか？の問い合わせがあることがあります。
⇒戸惑わず、落ち着いて質問に応答するように心がけてください。

Twitter事例
状況により英語で

Googleフォーム事例

NP
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④FBビデオチャットによる被災地の災害VC、関係機関と県支援センター間会議
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• 関係者間による顔の見えるリモートの会議
• 被災状況と支援依頼内容の具体的な確認
• 支援要請に対する対応実現性、代替え案などで調整
• FBチャットなどで資料なども情報交換

災害VC準備中
スタッフ不足で困窮で 災害VCコーディネータ

が不足ですか？

被災地とセンター間リモート会議

コーディネータと共に
Excel、HP、FBなどのPCの
操作ができる方が欲しい

対応できる情報処理員に
ついてはセンターから応募
をかけてみる

来週以降に、横浜駅から
ボラバス1日2便往復程度、
県で対応期待

ボラバスは関係機関と調
整し別途連絡
対応業者を探す要あり

会議中にFBチャットなどで資料送付
例：支援要請VS対応一覧
県特設サイトアナウンス資料

被災地支援対応で国道、
県道からの交通案内をで
きないか？

関係機関と調整する

被災地への適切な交通
ルートのサイトアップを検
討する

支援センター
被災地災害VC
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情報伝達訓練の内容
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①関係者、市民からの災害状況伝達でのDITS：
WEB上で災害に伴う状況を写真をつけて通知すると、誰が、いつ、どこにの情報を追加して、Twitter上に伝えて、
広く情報を知らせることができる。このシステムには地図上に発信状態を一目で見える機能がついている、
訓練では参加者、関係者が会場の内外で写真付きで情報発信し、これを災害対応関係者、災害VC、県支援セン
ターで情報を収集し、状況を見る実験を行う。

②被災地からの県支援センターへのWebフォーム：
Webにて定型形式フォームで状況と要請する支援内容（Ex一輪車100台、高圧洗浄機１０個、横浜駅からのボラバ
ス２便/日など）を県支援センターなどに伝える。
訓練では想定被災に対応する考えられる災害VCに係る状況（Exこの先、5日間、災ボラ300名/日で災害ゴミ撤去、
泥だしで計画）通知と支援要請（Exスコップ400個、土嚢袋５万袋、災ボラスタッフ10名など）を県支援センターに伝
える。県支援センターでは、各被災地対応で状況と支援要請を集約する。
被災地として伊勢原以外の想定地域は今後、詰める。

③県内ボランティア団体より支援センターへの支援要請に対する応募のWebフォーム：
Webにて定型形式フォームで、県内ボランティア団体から県支援センターに被災地支援要請情報から、可能な支援
内容を伝える。

④被災地の災害VC、関係機関と県支援センターとのFBビデオチャット：
状況、支援内容について、ビデオ会話にて、被災地の状況や要請の内容と支援センターからの手配状況、県内へ
の要請状況、実現性を調整、確認する。

⑤県特設サイトより、県内外に支援要請、災ボラ参加要請の発信ホームページ：
訓練では、KSVN内の訓練用特設サイトにて、想定被災内容、各被災地災ボラ応募状況、支援センターで対応でき
ない分の支援要請をサイトから発信する。
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